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なごや生物多様性

7月20日（土）・21日（日）青空の下開催!!
夏休みスタート！子どもたちが身近な自然とふれあい、
生きものの不思議を学びました。

　昨年11月、名古屋城外堀で20年ぶりに確認されたオニバスから採
集した種子は、調査保全や生育に関する情報を収集する目的で、な
ごや生物多様性センターで保管しています。
　5月末頃、この時に採集した種子の一部から発芽が確認されたため、
なごや生物多様性センターの敷地内で栽培し生育記録を残しています。
　オニバスは、成長すると浮葉の直径が1m近くになる植物ですが、
この個体の成長はとてもゆっくりしているように感じています。
　果たしてこの原因が、生育環境によるものなのか、遺伝的なもの
なのか、まだまだ分からないことがいっぱいです。

（生物多様性専門員　中村　肇）

オニバスは今 2オニバスは今 2

市内では20年ぶりとなるオニバスの確認については、ニュースレター6号・
7号でもご報告しています。

名古屋城外堀から採集した種子を用いて栽培している個体
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TOPICS
なごや生物多様性センター主催

はじめま たし

　７月６日（土）、堀川生物多様性対策会議の皆さんが
「辻栄橋」付近(地下鉄「上飯田駅」から約300ｍ)で、
調査活動をされました。
　活動を支援するため、なごや生物多様性センター及
び協議会は調査資機材を貸し出すとともに、その使い
方や調査ノウハウについてアドバイスを行いながら一緒
に作業をしました。調査では美しい婚姻色のオイカワな
どのほか、70cmを超える大型のコイも採集しました。
　今後は、コイの胃の内容を調べることにより、食性
や他の生き物に与えている影響などを分析し、今後の
生物の保全に役立てていきます。

　協議会が整備している「生物情報モニタリングデー
タベース」は、市民の皆さんから動植物の発見情報
をお寄せいただくため、ウェブ上に入力フォームを置
きました。対象種は、ミシシッピアカミミガメをはじめ
11種類です。
　インターネットで「生きもの情報登録フォーム」にア
クセスいただき、実際に見つけた日付や場所、写真
等を登録してください。ご協力よろしくお願いします。

　行事の全体については主催者発表のものを
お確かめの上、どうぞお出かけください。

黒川の生物調査が行われました黒川の生物調査が行われました

地引き網や投網を使用し、生物を採集

平成25年度の開催予定 ※予定は変更になる場合があります。

８月８日（木）
19時～20時30分

愛知教育大学名誉教授
芹沢 俊介さん

9月12日（木）
19時～20時30分

株式会社ボンタイン珈琲
代表取締役 加藤 慶人さん

10月11日（金）
19時～20時30分

岐阜県立森林文化アカデミー　
准教授 嵯峨 創平さん

11月８日（金）
19時～20時30分

名古屋大学大学院 生命農学研究科
准教授 中川 弥智子さん

ガタレンジャー（藤前干潟ボランティアレンジャー）
岐阜大学大学院水利環境学研究室
近藤 美麻さん
なごや東山の森づくりの会会長
なごや生物多様性保全活動協議会会長
滝川 正子さん

12月14日（土）
10時～11時30分

日本野鳥の会愛知県支部
なごや生物多様性保全活動協議会幹事
新實 豊さん

12月14日（土）
13時～15時

nature works理事長 小村 一也 さん
川いい会代表 石山 郁慧さん

2月16日（日）
13時～14時30分

東海学園大学教育学部教授
木村 美知代さん

2月16日（日）
15時30分～17時

名古屋昆虫同好会会長
なごや生物多様性保全活動協議会副会長
間野 隆裕さん

飲み物
(アルコール不可)
茶菓子の

持ち込みOK。

日　時 テーマ 話題提供者

多様な生物と生態系に
支えられるまち「なごや」に

NO COFFEE , NO LIFE
～コーヒーがもっとおいしくなる話～

生物多様性と里山のくらし
～エコミュージアムづくりの視点から～

熱帯雨林の生物多様性

都市化する鳥たち　
～ぼくたちが街を選んだわけ～

12月20日（金）
14時～15時30分

淡水二枚貝
～いきものたちのつながり～

2月16日（日）
10時～11時30分

平成26年 「なごやの森」への招待状
～もりの声を聞いてみませんか～

特別編（ワークショップ）
大人のための「生物生態画」講座

子どもの気づきは未来へつながる

パピヨンから見える生物多様性

実施済み

　話題提供者と参加者が気楽に語り合うトークライブです。主に中学生・高校生を対象とした「生物多様性カフェ・ユース編」
も開催します。この機会に是非、なごや生物多様性センターへいらっしゃいませんか。お待ちしています。

※ユース編に参加を希望される「小学生の方」は保護者の方と一緒にお申し込みください。　
　また、お席に余裕のある場合は、「大人の方」も参加いただけますのでお問い合わせください。

※「なごや市民生きもの調査員」にご登
録いただいている方には、センター
からEメールでご案内を差し上げま
す。「なごや市民生きもの調査員」の
詳細についてはウェブまたはニュース
レター7号をご覧ください。

申込方法

定　　員

名古屋市環境局
「なごや生物多様性センター」
（ニュースレターの最終ページに掲載しています。）

申し込み先

募集は9月2日まで（定員に満たない場合は継続募集しますので、お問い合わせください。）

募集は9月30日まで（定員に満たない場合は継続募集しますので、お問い合わせください。）

（写真提供：堀川生物多様性対策会議）

鬼頭　保（なごや東山の森づくりの会）
研谷　厚（花水緑の会）

http://www.bdnagoya.jp/
creature/database.html

なごやの生物情報
データベースを充実させよう！
なごやの生物情報
データベースを充実させよう！

見て、ふれて、体験しよう!見て、ふれて、体験しよう!
～なごや生物多様性センターもブース出展します～～なごや生物多様性センターもブース出展します～

カメの効果的調査・捕獲を目指してカメの効果的調査・捕獲を目指して
～浮島型カメ捕獲装置の製作～～浮島型カメ捕獲装置の製作～

「環境デーなごや2013」中央行事
日時 9月14日（土）  午前10時～午後4時
場所 久屋大通公園
（エンゼル広場・久屋広場・光の広場）

「藤前干潟ふれあいデー2013」
日時 10月5日（土）  午前10時～午後4時
場所 ◎稲永会場（稲永ビジターセンター・野鳥観察館）

　港区野跡四丁目11番2号
◎藤前会場（藤前活動センター）
　港区藤前二丁目202番地

カメパズルに挑戦中

提案や助言を受けて、カメのバスキング（甲
羅干し）の習性を利用した長期設置が可能
なカメ捕獲装置ができないものか試行錯誤
しながら試作・検証をしてきました。
　このほど出来上がったこの装置の特徴
は、可動式誘導板にしたこと、フロートとし
て丸く表面が滑らかな塩ビパイプを使用す
ることで脱出防止も兼ね備えたこと、そし
て魚網を除いては全て身近に手に入る部材
であり、しかも安価であることなどです。
　この装置が、地域でのカメ類の生息調査
やミシシッピアカミミガメの効果的な防除
対策に大いに貢献できればと願っています。
　なお、この装置は「浮島型カメ捕獲装置」
と称し、7月10日付で実用新案登録されま
した。

中
・
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象
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編

参加者募集は各回ごとに「広報なご
や」やウェブ等※でお知らせしますの
で、お申し込みください。ご参加いた
だける方には、参加票をお送りします。

かつての里山の暮
らしと現代の里山
再生の事例等につ
いてお話しいただ
きます。

熱帯雨林の生物多
様性が織りなす魅
力についてお話し
いただきます。

　私たちは、なごや生物多様性保全活動
協議会の８活動組織の一つであるミシシッ
ピアカミミガメ対策部会において、市民の
立場で協議会設立以来関わらせていただ
いています。
　これまで参加したため池におけるカメ調
査では、ニホンイシガメ、クサガメ、ニホン
スッポン、ミシシッピアカミミガメ等の生息・
繁殖が確認されていますが、調査したほと
んどの地域では、外来種であるミシシッピ
アカミミガメが優占し、繊細な日本の自然に
脅威を与えているようです。
　カメを捕獲するには、かご罠を使用する
のが一般的ですが、この方法は、魚のアラ
を餌とするためメンテナンスが面倒で長期
にわたる使用には適していません。そこで２
年ほど前、協議会の専門家の皆様からの

なごや生物多様性センターにて製作中
（左）研谷、（右）鬼頭

天板に登ったカメは網の
中に落ちる仕組み。

5月20日から7月18日まで、東山新池に
設置したところ、27個体を捕獲しました。

植田川
にすむカ

メの

調査体験もしたよ！

各回40名（応募多数の場合は抽選）

募集中

募集中

8号

生きも ンフォニーのシ
いのちかがやくなごや

なごや生物多様性センター

平成25年8月



TOPICS

　外来生物法により特定外来生物に指定されているアライグマは、現在、
日本国内で急速に分布を広げています。このことにより、サンショウウオの
捕食が疑われるなど、生態系に対する悪影響のほか、農業被害、住居の汚
損や騒音など生活への被害も報告されています。
　なごや生物多様性センターでは、なごや生物多様性保全活動協議会を
はじめ市民の皆さんや研究者の皆さんと協働して防除に取組んでいます
が、アライグマは行動範囲も広く、名古屋市単独で成し遂げることができる
ものではありません。そこで効果的な防除を目指して周辺市町の皆さんに
お集まりいただき、情報、意見の交換や課題の共有をしました。
　なごや生物多様性センターは、アライグマ防除に限らず、今後とも必要
に応じて様々なセクターの皆さんと意見交換や連携、協働し事業推進して
参ります。このたびの情報交換会を開催するにあたりましては関係機関・
関係者の皆さんに多大なるご協力をいただきました。感謝を申し上げます。

　かつては名古屋市の北部から東部にかけて生息していたイ
ノシシですが、近年、名古屋市では絶滅したものと考えられて
いました（レッドデータブックなごや2010）。しかし、市北東部
の東谷山周辺では、数年前からイノシシの残した痕跡が頻繁
に確認されていました。東谷山の湿地の保全活動をしている
「愛知守山自然の会」のメンバーに案内していただき、実際に
現場を訪れたところ、イノシシのヌタ場（写真①）を多数確認
することができました。その後、自動撮影カメラを設置し、イノ
シシの成体の撮影に成功しました（写真②）。また、何十枚も
写っていた写真の中には、メス親の後ろをついてまわるウリボ
ウ（イノシシの幼獣）の姿も確認できました（写真③）。これら
のことから、名古屋市北東部の東谷山周辺では、イノシシが
繁殖している可能性が非常に高いと考えられました。もちろ
ん、イノシシに市の境など関係ないので、周辺の瀬戸市、尾
張旭市、春日井市も含めてイノシシが定着していると言った方
が正確かもしれません。
　イノシシ Sus scrofa はヨーロッパからアジアにかけて広く分
布しています。名古屋市北東部に生息するイノシシは、西日本
を中心に本州、四国、九州などに広く分布している亜種ニホ
ンイノシシ Sus scrofa leucomystax と考えるのが自然ですが、

　調査は目視で行い、分布範囲をできるだけ
正確に地図上に落とし込みました。あわせて
個体群のサイズも記録しました。
　調査結果は取りまとめをし、今後の活用方
法を検討していきます。

　なお、調査に先立って、「講座：なごやの
外来生物～身近な草花の危機～」やそれぞ
れの調査地点のリーダーを対象とした「研修
会」を実施しました。
　講師は、調査全体の監修をいただいてい
る津田　智さん（岐阜大学流域圏科学研究
センター准教授）にお願いしました。

河川敷のオオキンケイギクの
分布を調査しました

なごやのイノシシなごやのイノシシ
事はそう簡単ではないようです。群馬県に生息するニホンイノ
シシのDNAを解析した結果では、ニホンイノシシ集団に欧米
の家畜ブタ品種もしくはイノブタが交雑していることが示唆さ
れています（群馬県に生息するニホンイノシシのDNA解析：
高橋ほか, 2011）。名古屋市内では一度絶滅したとされるイノ
シシが、最近になって新たに確認されたからといって、昔から
この地域に生息していたイノシシが戻ってきたとは必ずしも言
えないようです。市内に生息するイノシシのDNA解析を早急
に実施する必要があるでしょう。
　イノシシは保護管理上、とても悩ましい動物のひとつです。
名古屋市のように生息数が少ない地域においては、希少種と
してレッドリストに記載される可能性があります。しかし、個体
数密度が高くなると、農業被害等が増加すると考えられ、捕
獲による個体数の調整が必要になります。特に東海丘陵要素
の植物が生育する貴重な湿地が残存している名古屋市北東部
でイノシシが増加した場合、湿地やそこに生息・生育する生き
ものに大きなダメージを与えるかもしれません。今後、イノシ
シの生息状況については十分にモニタリングしていく必要が
あります。

（生物多様性専門員　野呂　達哉）

　なごやに生息・生育する生物及びその環境を継続的に
調査し、生物多様性の現状を把握するとともに、外来生物
の防除などを通し、身近な自然の保全に取組んでいます。
平成23年5月設立。平成25年7月末現在、33の団体会
員と23人の個人会員で構成。事務局は「なごや生物多様
性センター」。このニュースレターでは「協議会」と表記する
場合があります。

なごや生物多様性保全活動協議会とは

なごや
生きものウォーキング

（写真①）東谷山で撮影されたイノシシのヌタ場 （写真②）東谷山で撮影されたイノシシの成体 （写真③）東谷山で撮影されたイノシシのメス親と幼獣

現在、なごや生物多様性センターを拠点として市内で取組んでいるアライグマ防除につきましては、次号以降のニュースレターにてご報告していく予定です。

《体色》灰白色の場合が多いが、個体変異があり、ほとんど黒色のものもいる。目のまわりから頬にかけて黒いマスク様の模様がある。
《尾》長く密にふさふさとした毛が生えており、4～ 7条の黒いリングが特徴的。
《形態》前肢の指は長く、物を掴むことができる。歩く際に踵が地面につく「しょ行性」。
《サイズ》頭胴長は41～ 60cm、尾長は20～ 41cm、体重は2～ 10数kgが一般的。

（「アライグマ防除の手引き」環境省 自然環境局 野生生物課 外来生物対策室刊より引用）

アライグマ

「アライグマ防除にかかる
情報交換会」を開催しました
平成25年6月14日（金）  14時～16時30分

なごや生物多様性センター　2階会議室

　6月15日（土）、16日（日）の両日、庄内川・
天白川などの河川敷にてオオキンケイギク
の分布調査を協議会主催で行いました。広く
呼びかけをした結果、お子さんから大人の方
まで214人が参加され、30カ所に分かれて
調査しました。
　オオキンケイギクは、他の植物に届く光を
遮って、その育成を抑圧することなどから、
在来の植物が衰退する一因として危惧され
ており、外来生物法により特定外来生物に指
定されています。

基調講演をいただいた中部地方環境事務所の谷澤恭子さ
んはじめ、愛知県、市町の職員20名が参加しました。

ダンゴムシレース
［なごや東山の森づくりの会］

ニワトリの翼で標本づくり
［なごや東山の森づくりの会］

いろいろな化石と生物多様性
［愛知みずほ大学　川瀬基弘さん］

鳥の羽のふしぎ
［日本野鳥の会愛知県支部］

ブラックバスの試食会

生きもの情報を登録しよう！
［生物情報モニタリングデータベース部会］

植田川の水源の森を調べる
［名古屋自然観察会］

名古屋城ヒメボタル物語と
押し花しおりづくり
［名古屋城外堀ヒメボタルを受け継ぐ者たち］

山崎川の
いま・むかし
［山崎川グリーンマップ］

竹・小枝をつかった
クラフト教室
［愛知守山自然の会］

スギ材の標本箱づくりと
積み木あそび
［伊勢・三河湾流域ネットワーク］

食虫植物とトンボの観察
［白玉星草と八丁とんぼを守る島田湿地の会］

小さなミジンコの世界を
覗いてみよう！

身近にひそむ
外来の植物
「オオキンケイギク」
って何？
［なごや外来種を考える会］

なごやの生きもの調査と
外来生物対策

カ
メ
の
レー

ス。よ
～い、ドン！！

身近にいる
外来生物について
考えてみよう

水質調査も
しました。

生きもの展示生きもの展示

なごや生物多様性

　植物を使った工作体験や、生きものの生態学習、
森や川でのフィールドワークなど、さまざまな講座を
「なごや生物多様性保全活動協議会」主催で開催し
ました。子どもたちの笑顔と驚きがいっぱい！延べ
700名が参加し、大充実の２日間となりました。

押し花しおりや、
おもちゃなど、

色々作って楽しかったよ！
植田川で
カムルチー
捕獲！

昆虫採集と標本づくり
［名古屋昆虫同好会］

野生のカメに会ってみよう！
［日本カメ自然誌研究会］

がん
ばれ！

ぼくのダンゴムシ！

いろ
んな
カメをつ

かまえたよ！

ミクロの世界を観察！

採っ
た昆虫

で標本を作ったよ！

意外とイケる！

ヤゴ発見！

ん～いい香♪

［名古屋市環境科学調査センター］

オニバス調査中！

オニバス

ガガブタ


